
資料－１

中国地方整備局事業評価監視委員会名簿

平成1７年８月29日現在、敬称略)(

氏 名 所 属 専門分野等（専攻）

井 上 矩 之 福山大学工学部教授 交通工学,土木計画学
い の う え の り ゆ き

上 田 茂 鳥取大学工学部教授 海洋構造工学,港湾工学
う え だ しげる

内 田 和 子 岡山大学文学部教授 地理学
う ち だ か ず こ

杉 元 邦太郎 広島文教女子大学人間科学部教授 地域開発論,地域計画
す ぎ も と く に た ろ う

千 葉 喬 三 岡山大学学長 地域生態管理学
ち ば き ょ う ぞ う

櫟 本 功 広島大学名誉教授 経済政策,地域経済
と ち も と いさお

堀 内 日出夫 中国経済連合会専務理事 地域経済
ほ り う ち ひ で お

道 上 正  (財)とっとり政策総合研究センター理事長 水工学，防災工学
み ち う え ま さ の り

村 田 秀 一 山口大学工学部教授 基礎・土質工学
む ら た ひ で か ず

若 槻 俊 二 ㈱エブリプラン総括顧問 地域経済
わ か つ き と し じ



平成１７年８月２９日現在

第１回　８月２９日開催 第２回　１０月上旬開催予定 第３回　１１月中旬開催予定

太田川
お お た が わ

直轄河川改修事業(市内派川高潮対策)〈再評価〉 天神
て ん じ ん

川
が わ

水系直轄総合水系環境整備事業〈再評価〉 小瀬川
お ぜ が わ

水系直轄総合水系環境整備事業〈再評価〉

土師
は じ

ダム ダム湖活用環境整備事業〈後〉※ 江
ご う

の川
か わ

水系直轄総合水系環境整備事業〈再評価〉

２件 ２件 １件

一般国道２号 安芸
あ き

バイパス〈再評価〉 一般国道２号 玉島
た ま し ま

バイパス〈事後〉 一般国道２号 福山
ふ く や ま

道路〈再評価〉

一般国道２号 東
ひがし

広島
ひ ろ し ま

バイパス〈再評価〉 一般国道９号 山口
や ま ぐ ち

バイパス〈事後〉 一般国道９号 米子
よ な ご

道路〈再評価〉

２件 ２件 ２件

境
さかい

港
こ う

 外港
が い こ う

地区
ち く

 防波堤整備事業〈再評価〉 鳥取
と っ と り

港
こ う

千代
せ ん だ い

地区
ち く

 防波堤整備事業〈再評価〉 水島港
み ず し ま こ う

玉島
た ま し ま

地区
ち く

 航路整備事業〈再評価〉

広島
ひ ろ し ま

空港
く う こ う

 滑走路延長事業〈事後〉 油谷
ゆ や

港
こ う

唐崎
か ら さ き

地区
ち く

 防波堤整備事業〈再評価〉 三田尻
み た じ り

中
なかの

関
せ き

港
こ う

築地
つ い じ

地区
ち く

 防波堤整備事業〈再評価〉

２件 ２件 ２件

第六管区海上保安本部 徳山
と く や ま

海上保安部〈事後〉

０件 ０件 １件

６件〈再評価４件、事後２件〉 ６件〈再評価４件、事後２件〉 ６件〈再評価５件、事後１件〉

〈再評価〉：再評価　　〈事後〉：事後評価

※ダム等の管理に係るフォローアップ制度活用により、委員会に報告する事業
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平成１７年度 中国地方整備局事業評価監視委員会 審議予定表（実施案）
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資料－３
平成１７年度　第１回中国地方整備局事業評価監視委員会 審議一覧表
【再評価】

事業種別 事　業　名 事　業　概　要 経　緯 該当要件 対応方針（案） 備考

1 港湾
境
さかい

港
こ う

 外
が い

港
こ う

地区
ち く

防波堤整備事業

　

　昭和２６年に重要港湾に指定された境港では、平成元年４月より山陰地方初の
定期コンテナ航路が就航し、また、平成７年にはFAZ（輸入促進地域）に指定さ
れ、平成１７年７月現在で週４便の定期コンテナ航路が開設されるなど、コンテ
ナ貨物の取扱量については順調な伸びを示している。しかし、防波堤が所定の延
長まで整備未了のため、外海から港内への波の侵入による船舶の動揺や係船ロー
プの切断に伴う荷役障害が大きな課題として残されている。
　本プロジェクトの実施により、境港の安全かつ安定した港湾貨物の取り扱いを
実現し、背後立地企業の物流効率化が図られ、ひいては地域経済や地元産業の安
定・発展に寄与することができる。

昭和４３年度
事業着手

平成１２年度
事業再評価実施

再評価後
５年経過

事業継続

2 道路
一般国道２号

安芸
あ き

バイパス

　

　一般国道２号は、大阪市から北九州に至る延長約６８０kmの主要幹線道路であ
り、西日本の大動脈として沿道地域の産業・社会活動や住民の生活に大きな役割
を果たす重要な路線である。
　安芸バイパスは、国道２号の慢性的な交通混雑の緩和、交通安全の確保、夜間
騒音の改善を図ることを目的とした延長７．７ｋｍの４車線道路である。

平成７年度
事業着手

平成８年度
都市計画変更

都市計画
変更後

１０年経過
事業継続

3 道路
一般国道２号

東
ひ が し

広島
ひ ろ し ま

バイパス

　

　一般国道２号は、大阪市から北九州に至る延長約６８０kmの主要幹線道路であ
り、西日本の大動脈として沿道地域の産業・社会活動や住民の生活に大きな役割
を果たす重要な路線である。
　東広島バイパスは、国道２号の慢性的な交通混雑の緩和、交通安全の確保、夜
間騒音の改善を図ることを目的とした延長９．６ｋｍの４車線道路である。

昭和５０年度
事業着手

平成８年度
都市計画変更

都市計画
変更後

１０年経過
事業継続

4 河川
太田川
お お た が わ

直轄河川改修事業

（市内派川高潮対策）

　

　広島市域のその殆どが太田川のデルタ地帯に形成され、江戸時代以降から行わ
れた干拓や埋め立てにより発展してきたため、地盤の高さが低くその多くがゼロ
メートル地帯となっている。さらに、広島湾が南側に開けている地形をしている
ことから台風が日本海側を通過した場合の高潮災害に対して非常に不利な状況と
なっている。
　このため、昭和２６年のルース台風や昭和３４年の伊勢湾台風クラスの台風が
通過して異常高潮を誘起しても安全に対応出来るよう、昭和４４年に広島県と共
同で「広島湾高潮事業全体計画」を定め、市内主要地域を防護するために太田川
放水路及び市内派川に堤防を建設する。

昭和５４年度
事業着手

平成１２年度
事業再評価実施

再評価後
５年経過

事業継続

【事後評価】
事業種別 事　業　名 備考

1 空港
広島
ひ ろ し ま

空港
く う こ う

滑走路延長事業

No.

No.

Ｈ７～Ｈ１２年度

　

　広島空港は、航空輸送の増大と航空機の大型化に対処するとともに、広島地域における経済的・文化的
発展を期するために、長さ２，５００ｍの滑走路を有する新空港として、平成５年１０月に供用を開始し
た。平成７年度には中国・四国地方の拠点空港としての機能向上を図り、長距離国際線需要に対処すべ
く、滑走路３，０００ｍの延長事業に着手し、平成１３年１月に供用を開始した。

事　業　概　要 事業年度
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9

29

53

54

191

190
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31

30

180
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2

9

9

191 54

53

日野川

斐伊川

千代川

天神川

宍道湖
中海

江の川

高津川

高梁川

芦田川

小瀬川

佐波川

旭川

吉井川

太田川

日本海

瀬戸内海

隠岐諸島

島前

島後

神戸川

岡山市

広島市

鳥取市松江市

温井ダム

菅沢ダム

弥栄ダム

高瀬堰

土師ダム

島地川ダム

八田原ダム

坂根堰

芦田川河口堰

平成１７年度第１回中国地方整備局事業評価監視委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象事業位置図

山口県

島根県

広島県

岡山県

鳥取県

山口市

境港境港 外港地区外港地区 防波堤整備事業防波堤整備事業

太田川直轄河川改修事業太田川直轄河川改修事業(市内派川高潮対策市内派川高潮対策)

一般国道２号一般国道２号 安芸バイパス安芸バイパス

一般国道２号一般国道２号 東広島バイパス東広島バイパス

広島空港広島空港 滑走路延長事業滑走路延長事業

土師ダム土師ダム ダム湖活用環境整備事業ダム湖活用環境整備事業※

※ダム等の管理に係るフォローアップ制度活用により、委員会に報告する事業

▲大山
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